
 
 

●都市計画区域マスタープランは都市計画法第6 条の2に規定される都市計画区域の整備、開発及び保全の方針であり、

大阪府国土利用計画（第四次）などの上位計画を踏まえ、都市計画の基本的な方針等を定めるもの。  

●まちづくりの主体は、市町村であるが、大阪府域は、市街地が連担し、一体的な都市空間を形成していることから、広域的

な観点から土地利用の方針等を示すことが重要  

【大阪府】  都市計画区域マスタープラン（都市計画区域の整備、開発及び保全の方針）の改定について  

 都市計画区域マスタープラン 

・大阪府環境総合計画 

・大阪府住宅まちづくりマスタープラン 

・大阪地域公害防止計画等 関連諸計画 

成熟社会における 

大阪の都市づくりのあり方 

（Ｈ１8.7 大阪府都市計画審議会答申）  

大阪府決定都市計画 

将来ビジョン・大阪 大阪府国土利用計画（第四次）  

市町村マスタープラン 

市町村総合計画 

市町村決定都市計画 

都市計画区域マスタープラン 

即する 

即する 

反映 整合 

整合 
即する 

即する 

適合 
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●現在の都市計画区域マスタープランの目標年次は平成32 年であるが、区域区分（線引き）の決定に関する方針の目標年

次は平成27 年となっている。  

⇒今回、区域区分（線引き）の決定に関する方針について、平成25 年8 月に策定した「第7 回市街化区域及び市街化調整区

域の区域区分変更についての基本方針」（平成25 年第1 回大阪府都市計画審議会にて報告）の内容を反映し、目標年次を

平成32 年とする方針を記載する予定（同時に一斉線引きを実施）  

 都市計画区域マスタープランの改定の背景  

 
 

※下線部を改定  

第１章 都市計画区域マスタープランの概要  

第２章 都市計画区域の特徴  

第３章 土地利用に関する方針  

     ○区域区分（線引き）の決定に関する方針  

       ①区域区分の有無 

       ②区域区分の役割 

       ③第7 回区域区分変更の実施 

       ④市街化区域の随時編入 

     ○用途地域の指定の方針  

     ○市街化調整区域の土地利用の方針  

     ○都市防災に関する方針  

第４章 都市施設の整備及び市街地開発事業に関する方針  

第５章 都市魅力の創造  

 都市計画区域マスタープランの構成と改定箇所  
 

●第７回区域区分変更の実施  

  (1)市街化区域への編入  

・主要な幹線道路沿道における産業系土地利用や

市町村マスタープラン等に地域の生活拠点として位

置づけられた鉄道駅等への徒歩圏の区域にある住

宅系土地利用へ誘導する場合に限定  

・「みどりの大阪推進計画」と整合した緑化の目標を

設定 

  (2)市街化調整区域への編入  

市街化区域のうち、計画的な市街地整備の見込み

がない区域は、市街化調整区域への編入を進める  

●目標年次（平成32 年）における概ねの人口及び産業の

規模、市街化区域の規模を定め  

る（大阪府の将来推計人口、国土利用計画（第４次）、第７

回区域区分の変更を反映）  

●市街化区域への編入を保留する区域の設定  

 区域区分（線引き）の決定に関する方針の主な内容  

適合 


